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福島事故の復旧への支援、及び将来のシビアアクシデントにおいて放射線問題を管理す

る専門家を支援するために情報提供を行うことを目的として、1979年4月に発生したTMI2

事故の放射線に関する教訓が、以下の項目について示された。 

1. 作業者のモニタリング(ベータ線量測定など) 

2. 放射線防護機器の性能 

3. 地域社会の信頼回復 

4. 地元の産業へのインパクト 

5. 放射線影響に関する地域の医師の訓練 

TMI2 の事故では、高放射能の原子炉冷却材試料を取り出して処理していた化学系職員に

過剰被ばくがあった。この結果、試料サンプリング方法の改善や、ベータ線量測定の見直

しが行われた。放射線防護機器では、例えば格納容器エリアモニターが正確な表示をしな

かったことに対する原因究明の過程が紹介された。 

地域との関係では、環境のモニタリングとその結果の公表、地域の回復に関する大学等

での研究への資金提供、地元の内科医を対象としたセミナーの開催などが紹介された。 

 

 

  


